
令和７年度沼田まつり検討委員会（第３回）概要 
 

□日 時：令和８年１月１４日（水）午後 6時 00分～午後 7時 28分 

□場 所：テラス沼田４階 庁議室 

□出席者：星野市長（委員長）、井熊会頭（副委員長）、中島区長会長、須田副会頭、 

井上経済建設常任委員長、今井副会頭、塩浦副会頭、須田商業部会長、 

鈴木商店街連合会長、田邉経済部長 

 

□報告事項 

（１）前回会議の結果について 

  11月 10日金曜日に実施した検討委員会の議事録について、報告及び確認を行った。 

   

 

（２）来年度スケジュール調整の経過について 

  沼田祇園囃子競演会の日程調整について、経過報告を行った。 

 

□検討事項 

（１）令和８年度の実施内容について 

   令和８年度の実施内容について、実行委員会への提言案を作成するにあたり、「熱中症対

策活動指針」の内容及び「交通規制時間」について協議を行った。 

 

 〔決定事項〕 

・「熱中症対策活動指針」について、指針の公表による中止の対象外とする方向で内容

を調整することとした。 

・「実行委員会の判断する暑さ指数」の判断する時間及び公表時間について、「沼田祇

園囃子競演会」の調整次第で判断及び公表する時間を１時間ずらすこととした。 

・「交通規制時間」について、「沼田祇園囃子競演会」の調整による自主渡御、自主運

行、自主行事への影響を考慮し、令和８年度は14時交通規制開始とし、状況を確認し

た上で必要に応じて令和９年度に規制時間を変更することとした。 

〔主な意見〕 

○日中にやっているダンスならいいかもしれないが、子供みこし共演を保護者もついてく

る中でテラス沼田の１階でやるのは辛いと思う。 

○例として子供みこし共演が出ていたが、日中ダメな場合は中止の対象となってしまうた

め、もし、屋内行事を中止としないのであればというタラレバの話でもある。 

○暑さ指数の測定場所の検討は必要だと思うが完璧に測定するのは難しいと思う。よいい

いところで測定するのが１番いいし、検討しなければならないが各町の責任においてお

任せするしかないかなと思う。 

○いきなり交通規制時間を短くするのでなく、様子を見て問題なければという認識でいる。 

○かなり柔軟に対応できるように考えて申し上げているところでご理解を申し上げたい。 

   

 

 



（２）須賀神社との面談後の経過及び日程の検討について 

  11月 18日火曜日に行われた市長、会頭、須賀神社関係者の面談内容及びその後須賀神社関

係者から報告いただいた内容を報告し、今後のスケジュールの協議を行った。 

〔決定事項〕 

・３月中に６か町の氏子総代を集め、日程に関するお願いを行うこととした。 

・須賀神社氏子総代総会開催後、須賀神社からの日程に関する回答を頂いた後に沼田ま

つり実行委員会にて令和９年度の日程を公表することとした。 

 

〔主な意見〕 

○最初にこの検討委員会を始めた際、市民総参加型の祭りで、市民の宝だということで暑

さ対策とかも含めて持続可能な体制を作りましょうということが大前提だった訳でも

ある。 

○これだけ市民の皆さんが土日開催を望んでいるということは否定できない。それは須賀

神社側にも分かっていただかないとならない。 

○須賀神社の方ともう一度お会いしないとならないと思っている。今回面談した方以外に

も６か町の人にも会わなければならないと思っている。 

○須賀神社側で強い意見を持っている人の方に意見が傾いてしまうことはあるとは思う

が、我々とすると来る人が意見を集約してきたことを前提として聞かないといけないの

で、その意見に対して違うとかそうだとか言う段階ではない。 

○１番問題なのは須賀神社側が３４５日でしかできないと言ったときに我々のスタンス。

一緒にやろうということを言っている訳だが、実際それで分かれるかどうかである。 

○おそらく須賀神社側で独自に３４５日に交通規制を全部やるにしても我々が手伝わな

いとほぼ同じような形ではできないと思う。 

○４月に開催予定の須賀神社の総代総会から５月までの１か月ぐらいで沼田まつりの日

程について話合いができるかどうかだと思う。 

○今の状況だと雰囲気的に４月にやる総代総会でも同じ答えになると思う。 

○日程を変えていくことに対して納得できるような逃げ道を作っておいてあげないと須

賀側は独自でやるということになってしまう。 

○各町でいろいろな意見があるので、今回呼んだ方だけでなく、６か町の総代全員と話を

進めるしかないのではないかと思う。 

○この協議を始めるときに、このような話になるのは容易に察しがついていたと思う。そ

れは仕方ない。攻撃し合うのでなくて、市の将来を考えるとここで変えていこうという

議論をしっかりしましょうというところが基本にあるわけでもある。 

○ここで議論をまた元に戻し、３４５日にしてしまうと本当におかしくなってしまう。持

続可能な市民総参加型のお祭りとして、まず第一歩として金土日に変えて１回やりまし

ょうということでもある。 

○５月の第２回実行委員会には検討委員会でこのような議論をして、６か町にお願いをし

ている所であるなどの明確なことを言わなきゃならないと思う。 



○３月中を目処にし、１回はとにかく６か町の氏子総代さん３名ずつにお越しいただき、

会議を行いたい。 

○須賀神社だけを取り残す訳にはいかない。そうせざるを得ない状況になったら困る。だ

から、会議を開いて先に話をしておくべきだと思う。 


